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鉄系超伝導体のd-p模型における軌道ー格子結合効果
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鉄系超伝導体が発見されてから，多数の実験・理論研究が行われているが，超伝導の対称性，及

び発現機構は未だ完全には明らかになっていない。最近の超音波実験で， Ba(Fel-xCox)2As2にお

いて弾性定数 066の大きなソフト化が観測された (1，2]0これは，鉄系超伝導体において.dyz-dzx 

軌道聞の強的軌道揺らぎ(強四極子揺らぎ)が大きく増強されていることを示唆するものと考えら

れ，軌道揺らぎが電子状態，超伝導に大きな影響を与えている可能性がある。

そこで，本研究では，鉄系超伝導体に対する 2次元16バンド d-p模型に基づき，乱雑位相近似

(RPA)の範囲で電子状態，超伝導について調べた (3]。ここで，相互作用としては鉄サイト内の

クーロン相互作用 (U.U'， J. J')とB1g，Eg. orthorhombicフォノンによる電子ー格子相互作用

を考慮した。尚，電子-格子結合定数の大きさは，先述した超音波実験の結果を再現するように決

定した [2]0その結果，電子ー格子相互作用が相対的に強い場合には，正方晶から斜方晶への構造相

転移を誘起する強軌道秩序がT=TQで起こることが分かった。ここで，軌道秩序転移温度TQは

反強磁性転移温度TNよりも高く，構造層転移温度Tsと一致していることに注意する。また，軌

道秩序相近傍では，強軌道揺らぎを媒介としてギャップ関数に符号反転のない s波超伝導(8++波

超伝導)が実現する。一方，電子ー格子相互作用が相対的に弱い場合には.T=TNで反強磁性が

起こり，その近傍で、ギャップ関数に符号反転のある s波超伝導 (8土波超伝導)が実現することが分

かった。尚，このときはTN=Tsであることに注意する。前者の結果は，実験で得られた相図に

おいて.Ts > TNとなっていること，及び超伝導が非磁性不純物に対して非常に強いことなどと

整合するものである [4，5]0 
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